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本 資 料 に つ い て  

ハ ン ズ オ ン 全 体 像  

本ハンズオンでは、Amazon Athena Federated Query を利用し、Amazon DynamoDB 内のデ

ータに SQL でアクセスし、その結果を Amazon QuickSight で可視化するまでを体験します。 

 

① 最初にサンプルデータ（Transaction.csv）を DynamoDB に投入し、それを Athena からク

エリするまでを体験します。Transaction.csv は販売実績のデータです。 

② 次に S3 上に Master.csv を配置し、Glue クローラーを動作させてカタログに保存すること

で、Athena から Master 表として認識させます。この Master 表と Transaction 表とでジョ

インできる事を確認します。Master.csv は製品単価等が保存されたマスターデータです。 

③ 最後にジョインした結果を QuickSight の SPICE に取り込み、QuickSight 上での可視化を

体験します。 

事 前 準 備 ・ 確 認  
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本ハンズオンを開始する前に、QuickSight のサインアップもしくは利用リージョンの確認が必

要です。本資料を進める前に別資料「事前準備」を参照して事前に確認・準備をしておいてく

ださい。 

 

ハ ン ズ オ ン 実 施 の た め に 必 要 な 環 境  

ハンズオンを実施するには、AWS アカウント、ブラウザ（Chrome か Firefox の最新版を推

奨）とインターネットに繋がる環境が必要です。ブラウザと QuickSight 間の通信は、HTTPS

に加えて WebSockets Secure(wss://)を使用しますので、ファイアーウォール等で防がれていな

いかご確認ください。 

また、利用ブラウザのプラグイン・アドオンに御注意ください。特に自動翻訳のプラグインが管

理コンソールや QuickSight の動作を妨げる事がありますので事前の停止をおすすめします。 
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ハ ン ズ オ ン 環 境 の セ ッ ト ア ッ プ  

ハ ン ズ オ ン の 環 境 に つ い て  

最初に AWS CloudFormation により環境を作成します。提供される CloudFormation テンプレ

ート(JSON ファイル)を実行することで、以下の作成が行われます。 

 DynamoDB の表 (Transaction 表) 

 ハンズオン用 CSV ファイルを DynamoDB にアップロードするための Lambda 関数 

 ハンズオンで必要となる、以下の S3 バケット 

 ddb-upload- から始まるバケット： DynamoDB にアップロードする CSV ファイル

置き場 

 athena-ws- から始まる名前のバケット：Athena のクエリ実行結果や、Master 表等を

保存する場所 

 federated-spill- から始まる名前のバケット：Federated Query 設定時に必要となる

Spill バケット 

 

CLOUDFORMATION テ ン プ レ ー ト の 実 行  

AWS マネジメントコンソールにログインします。ここで、コンソールで操作しようとしている

リージョンが QuickSight のホームリージョンと同じかを必ずご確認ください。異なっている場

合は、管理コンソールの右上からリージョンを切り替えて合わせてください。（本資料では、

東京リージョンを例に説明をしますが、ご利用の QuickSight ホームリージョンに読み替えてご

利用ください）。 
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コンソールから CloudFormation を選択します。画面上部の検索枠に「formation」等とタイプ

すると、一覧から絞り込まれます。 

 

CloudFormation の画面に遷移したら、「スタックの作成」をクリックします。 

 

スタックの作成画面になりますので、「テンプレートのアップロード」にチェックを入れ、

「ファイルの選択」をクリックし、配布された JSON ファイル（CSVToDynamo-

transaction.json）をアップロードし、「次へ」を押します。 
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スタックに名前を付けます。半角のアルファベットもしくは数字のみで名前を付けてくださ

い。ここでは myhandson としています。下段のパラメータの部分は通常変更する必要はあり

ませんので、そのままにして「次へ」を押します。 

その次の「スタックオプションの設定」はそのまま変更せず「次へ」を押します。 

 

最後にレビューの画面になりますので、画面最下部までスクロールし、上記のように「AWS 

CloudFormation によって IAM リソースが…」にチェックを入れて「スタックの作成」を押し

ます。これで前述の環境作成が自動的に行われます。(1-2 分で完了します) 

作 成 さ れ た 環 境 の 確 認  
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画面左上にあるスタックの作成状況が CREATE_COMPLETE になるのを待ちます。画面に変

化がない場合は ボタンを押すことで画面をリフレッシュしてください。以下のようにな

るとスタックが完成しています。 

 

スタックが完成したら、リソースタブをクリックします。 

 

このように CloudFormation で作成された AWS リソースが表示されます。 
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TRANSACTION.CSV フ ァ イ ル を DYNAMODB に ロ ー ド  

今回のハンズオンでは、transaction.csv ファイルのデータを DynamoDB の transaction 表にロ

ードします。CloudFormation のリソースタブから“ddb-upload-…”で始まる名前の S3 バケット

をクリックして S3 の画面に移動します。 

 

上記のように ddb-upload-バケットが表示されますので、画面下部の「アップロード」のとこ

ろに、transaction.csv ファイルをドラッグ＆ドロップします。 

アップロードの確認画面になるので、画面下部の「アップロード」ボタンをクリックして、フ

ァイルをアップロードします。少し待つとアップロードが完了しますので、右上の「閉じる」

ボタンで元の画面に戻ります。 

 

今回実行した CloudFormation ではこのフォルダに tansaction.csv という名前のファイルをアッ

プロード（PUT）した際に Lambda 関数が呼び出され、csv ファイルの内容が DynamoDB の

transaction 表に自動的にロードされるようになっています 
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次に DynamoDB を確認します。画面上部の検索枠に「Dynamo」等と打ち込むと DynamoDB

に絞り込まれますので、クリックして DynamoDB の管理画面に遷移します。 

DynamoDB の管理画面で左側の「テーブル」をクリックすると、transaction という表がある

のが確認できます。これをクリックします。 

画面右側のタブから「項目」を選択し、データを確認してください。 

 

補足 

ハンズオンで利用しているアップロードの Lambda 関数や transaction.csv、

master.csv は以下で公開されているものを元にハンズオン用に修正したものです。 

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/implementing-bulk-csv-ingestion-to-

amazon-dynamodb/ 

https://github.com/aws-samples/csv-to-dynamodb 

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/implementing-bulk-csv-ingestion-to-amazon-dynamodb/
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/implementing-bulk-csv-ingestion-to-amazon-dynamodb/
https://github.com/aws-samples/csv-to-dynamodb
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CSV ファイルを S3 に配置してから Lambda が起動して DynamoDB に格納されるまで、少し

時間がかかります。上記のように格納されたデータが表示されなかった場合は、少し待ってか

ら ボタンでリロードしてください。 

 

これでハンズオンの環境が準備できました。 

  



12 

Copyright 2021 Amazon Web Services 

ATHENA FEDERATED QUERY で DYNAMODB のデータをク エリする  

DynamoDB 上に以下の transaction 表が準備できました。これは販売記録です。 

 

Transaction ID は売り上げトランザクションを一意に指す ID です。Item ID は売れたアイテム

を Item の ID で記録しています（アイテムの詳細は master 表にあり transaction にはありませ

ん）。その他、販売した地域（Region, Country）や、販売チャンネル(Sales Channel)、オーダ

ーと出荷日時、アイテムの販売個数等が読み取れます。 

この Transaction 表を Athena からクエリできるように設定します。 

ATHENA の ワ ー ク グ ル ー プ を 設 定 し V2 エ ン ジ ン を 利 用 可 能 に す る  

画面上部の検索枠に「Athena」と打つ、もしくは画面左上のサービス一覧から Athena を選択

し、Athena の画面に移動します。 

リージョン内で初めて Athena を利用する場合は「今すぐ始める」を押して Athena の利用を開

始してください。 
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上記画面で、まずワークグループを設定します。ワークグループというのは、利用する Athena

のエンジンや、データの出力先設定などをまとめて定義しておくものです。初期状態で

は”primary”というワークグループを使うようになっていますが、今回はハンズオン用

の”handson”ワークグループを作成します。 

画面上部の「ワークグループ」をクリックします。次のワークグループ作成画面で、「ワーク

グループを作成する」ボタンをクリックし、以下のように入力してください。 

 

ワークグループ名には handson 等任意の名前を入力しクエリ結果の場所は、CloudFormation

で自動作成された athnea-ws-…から始まるバケットを指定してください（バケット名の右側に
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ある▲印を押すと選択できます）。またクエリエンジンには明示的に Athena engine version 2

をセットしてください。それ以外はデフォルトのままで、最下部の「ワークグループを作成す

る」をクリックします。 

 

上記の画面に戻ったら、今作成したワークグループを選択して、「ワークグループを切り替え

る」をクリックします。 

Athena のクエリエディタ画面に戻ります（再度ウェルカム画面が表示された場合は「「今すぐ

始める」をクリックしてください」）。クエリエディタ右下の表記が“Athena engine version 2”

になったことを確認してください。 

 

次に画面上部の「設定」をクリックし、再度クエリの結果の場所に、先ほどと同じ S3 バケッ

ト(athnea-ws-…から始まるバケット)を設定し、保存を押します。 
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これで Athena engine v2 を利用してクエリを実行する準備が整いました。 

FEDERATED QUERY を 設 定 し DYNAMODB に 接 続 す る  

Athena の Federated Query は、アクセス用の Lambda 関数を準備することで、多様なデータソ

ースへのクエリを可能にします。DynamoDB 等については、GUI から選択するだけで Lamba

関数のセットアップが簡単に行われるようになっています。 

画面上部の「データソース」をクリックし、次の画面で「データソースを接続する」をクリッ

クします。 
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上記のように「データソースのクエリを実行する」を選択し、下側で DynamoDB を選択し、

「次へ」を押します。 

データソース接続の画面になります。 

 

上図で「新しい Lambda 関数を設定」ボタンを押すと、別のブラウザタブが開き、Lambda 関

数のセットアップ画面に遷移します。 
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画面右下に設定項目がありますので、以下のように設定します。 

 



18 

Copyright 2021 Amazon Web Services 

SpillBucket には、CloudFormation で作成した Spill 用バケットである「federated-spill-…」で

始まる名前を記入してください（CloudFormation スタックのリソース画面から物理 ID をコピ

ーして利用してください）。 

※補足：Spill バケットとは Federated Query の Lambda 関数の中のメモリやストレー

ジにデータが入りきらなかった場合に一時的なデータ置き場として利用されるバケッ

トです。 

AthenaCatalogName には、図のように ddbcatalog と入力します（任意の名前の設定も可能で

すが、半角のアルファベット、数字、アンダースコアのみ利用可能である事に注意してくださ

い）。設定した AthenaCatalogName は Lambda 関数の名前としても利用されます。 

最後に「このアプリがカスタム IAM ロールを作成することを承認します」にチェックを入れ

て、「デプロイ」を押します。一分ほど待つと、以下のような画面に遷移します。これで

DynamoDB コネクタの Lambda 関数が準備されました。 

 

ブラウザの別タブにある、Athena のデータソース設定画面をひらきます。 
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「Lambda 関数の選択」の右側にある円状のボタン( )を押すと、先ほど作成した

ddbcatalog 関数が選択できるようになりますので、選択します。 

カタログ名には myddb と入力します（任意の名前を設定可能です。本ハンズオンでは myddb

という名前を前提に SQL を記述していますので、別の名前にした場合は適宜読み替えてくだ

さい）。 

最後に「接続」をクリックします。データソース一覧の画面に戻ってきます。myddb データソ

ースが存在する事を確認して、画面上部の「クエリエディタ」を押して最初の画面に戻りま

す。 
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DYNAMODB の デ ー タ を ATHENA か ら ク エ リ す る  

クエリエディタに戻り、左側のデータソースとして myddb を選択してください。 

すると、myddb 経由で DynamoDB の transaction 表が見えるようになっており、Athena から

クエリできるようになったことが分かります。 

 

 

Athena のクエリでオブジェクト（表やビュー）を指定する場合、以下のように記述します 

“データソース名”.”データベース名”.”テーブル名(ビュー名)” 

以下のクエリをクエリエディタに入力し、「クエリの実行」を押して実行してください。 
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SELECT COUNT(*) FROM "myddb"."default"."transaction" ; 

 

10 秒ほどで応答が返ってきます。結果から transaction 表は 10 万行ある事がわかります。 

 

現在、画面の左側でデータソースは myddb、データベースは default を選択している状態で

す。これは、クエリの中でデータソースやデータベース名を明示しなかった場合のデフォルト

値として利用されます。つまり、 

SELECT COUNT(*) FROM "transaction" ; 

としても同じ結果になります。 

なおデータベース名の指定方法は、アクセス先のデータソースによって異なります。

DynamoDB の Federated Query の場合はデータベースという概念が無いため、常に default と

いうデータベース名を指定します。 

画面左の transaction 表の左側にある▲をクリックすると、transaction 表の列定義が表示でき

ます。ここでいくつか自由に transaction 表にクエリを実行してみてください。もしくは以下に

サンプルのクエリを記述しておきますので、コピー＆ペーストで利用してください。 
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クエリ例：（query-samples.sql ファイルにも同じ内容が記載されています） 

/* Sales Channelにおいて、オンラインとオフラインのトランザクション数比較  

 以下で"Sales Channel"になっている 2か所を"Region"等に替えるとリージョン単位の比較

になります */ 

SELECT "Sales Channel", COUNT(*) "Count" 

    FROM "myddb"."default"."transaction" 

    GROUP BY "Sales Channel"; 

 

/* アイテム ID別での売り上げ個数(Units Soldの合計) */ 

SELECT "Item ID", SUM(CAST("Units Sold" AS BIGINT)) "Total Sold" 

    FROM "myddb"."default"."transaction" 

    GROUP BY "Item ID"; 

 

/* アイテム ID別、出荷にかかる平均日数 */ 

SELECT  

    "Item ID", DAY(AVG(date_parse("Ship Date",'%c/%e/%y') - date_parse("O

rder Date",'%c/%e/%y'))) "number of days" 

    FROM "myddb"."default"."transaction" 

    GROUP BY "Item ID"; 

 

※補足：Athena engine v2 は OSS の Presto 0.217 をベースにしているため、利用でき

る関数一覧を調べる場合は以下ドキュメントを参照してください。 

https://prestodb.io/docs/0.217/index.html 

 

Athena でクエリを実行した場合、結果は画面に表示されるだけでなく、S3 バケットにもその

結果が CSV 形式で保存されます。時間に余裕がある場合は、CloudFormation スタックのリソ

ース一覧から athena-ws-で始まるバケット名をクリックし、その中に Unsaved/フォルダが作

られて、その下に年/月/日/フォルダがあり、そこに CSV 形式で結果データが保存される事を

確認してみてください。 

https://prestodb.io/docs/0.217/index.html
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S3 上のデータ と DYNAMODB の 表 を ジョ インする  

ここでは、アイテムのマスタ表である master.csv ファイルを S3 上に保存し、Glue クローラー

でカタログに登録したのち、Athena からクエリできるようにします。またそのデータと、

DynamoDB のデータ(transaction)ともジョイン（結合）できる事も確認します。 

S3 に MASTER.CSV を 配 置 す る  

master.csv ファイルは以下のように、各アイテム ID 毎に Item Type（アイテム種名)、Unit 

Price (販売単価)と Unit Cost（単体コスト）が格納されているマスタ表です。販売単価は Sales 

Channel が Online と Offline で異なっています。 

 

この master.csv ファイルをまず S3 に配置します。CloudFormation のリソースタブから、

athena-ws-で始まるバケット名をクリックして、S3 バケットの画面を開いてください。そこに

master.csv 格納用の master フォルダを作成します。 
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「フォルダの作成」ボタンをクリックし、フォルダ名に master と入れて、「フォルダの作成」

をクリックします。 

 

 

以下のようにフォルダが作成できます。 
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作成した master をクリックしてフォルダの中に入り、そこに master.csv をアップロードして

ください。アップロードができたら、右上の「閉じる」ボタンでアップロード画面を閉じま

す。 

 

上記のように master フォルダ以下に master.csv ファイルが置けていれば OK です。 

 

GLUE ク ロ ー ラ ー で カ タ ロ グ 登 録 す る  

Athena で S3 上のファイルにクエリをかける場合、その情報をカタログに登録する必要があり

ます。Athena がデフォルトで利用している”AwsDataCatalog”は、AWS Glue のデータカタログ

機能を参照しています。 
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カタログへの登録は、CREATE EXTERNAL TABLE を使って手動で行うこともできますが、

ここでは Glue クローラーで登録します。 

画面上部の検索枠に”glue”等と入力し、AWS Glue の管理画面に移動してください。Glue の画

面では左側ペインから「クローラー」を選択し、右画面で「クローラーの追加」を選択しま

す。 

 

上記画面ではクローラーの名前を付けます。master-crawler と入力して「次へ」を押します。 

 

上記画面ではそのまま「次へ」を押します。 
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データストア追加の画面で、上記のようにインクルードバス（クロールさせる S3 のパス）

に、先ほど作成した master フォルダを指定し、「次へ」を押します。 

 

次に別のデータストアの追加の画面がでますが、これはそのまま「次へ」を押します。 

 

続いて IAM ロールの選択画面になります。これはクローラーに付与する IAM ロールを選択す

る画面です。 
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既存の IAM ロールがあればそれを選択しますが、このハンズオンではまだ作成していないの

で、「IAM ロールを作成する」にチェックをいれたまま、IAM ロール名のところに s3crawler

と入力し、「次へ」を押します。 

スケジュールの画面では「オンデマンドで実行」のまま「次へ」を押します。 
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上記画面では、カタログのどのデータベース（仮想的なくくり）に格納するかを選択します。

ここでは「データベースの追加」を押して mydb と名前を付けて追加し、「次へ」を押しま

す。 

 

最後に上記のような確認画面が出るので、S3 のパスが master フォルダを指しているかを確認

して「完了」を押します。これでクローラーが作成されます。 
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上記画面で、作成されたクローラーを選択し、「クローラーの実行」を押します。クローラー

が起動して、クロール完了まで 1-2 分待ちます。 

クローラー実行後にステータスが再度 Ready になったら、画面左から「テーブル」を選択しま

す。 

 

master という名前で mydb データベースに表が登録されているのが分かります。master をクリ

ックして、詳細を確認します。 
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このように詳細が表示されます。ここでは画面下部のスキーマに注目します。この表は 5 つの

列があり、それぞれ列名、データ型が認識されている事がわかります。今回はこのうち Id 型を

String に修正します。（結合対象である Transaction 表の Item ID が Varchar のため） 

画面右上の「スキーマの編集」をクリックしてください。 

 

スキーマの編集画面が表示されるので、Id の行で、bigint となっている部分をクリックし、

string に変更してください。変更できたら右上の「保存」を押して元の画面に戻ります。 

これでカタログ登録が完了しました。 

ATHENA か ら S3 上 の MASTER.CSV に ク エ リ す る  

Athena のクエリエディタに戻り、画面左でデータソースを「AwsDataCatalog」（Glue クロー

ラーで登録したカタログ）、データベースを「mydb」に切り替えてください。Athena からも

master 表が確認できます。 

試しに以下のクエリを実行してみてください。 

SELECT * FROM master; 

このように CSV ファイルの内容がクエリできることが確認できます。 
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SQL でエラーが出る場合は左のデータソースとデータベースの選択が間違っていないか確認し

てください。もしくは 

SELECT * FROM "AwsDataCatalog"."mydb"."master"; 

とデータソースやデータベースを省略せずに実行すれば左側の設定に関わらずクエリできま

す。 

最後にこの master 表と DynamoDB 上の transaction 表をジョイン（結合）してみましょう。

以下の SQL を Athena から実行してみてください。(join.sql ファイルにも記載されています) 

これは、２つの表をジョインし、transaction 表にある“Units Sold”（販売個数）を master 表の

販売単価やコストと掛け算することで、トランザクションあたりのトータルの売り上げ(“Total 

Revenue”)や、かかったコスト(“Total Cost”)、その差分である粗利(“Total Profit”)を算出する

クエリです。SQL の最後に LIMIT 100 とありますので、結果のうち 100 行までが返るように

なっています。 
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SELECT 

    t."Transaction ID", 

    m."Sales Channel", 

    m."Item Type", 

    date(date_parse("Order Date",'%c/%e/%y')) "Order Date",  

    date(date_parse("Ship Date",'%c/%e/%y')) "Ship Date",  

    CAST (t."Units Sold" as INT) "Units Sold", 

    t."Region", 

    t."Country", 

    t."Order Priority", 

    m."Unit Price", 

    m."Unit Cost", 

    m."Unit Price" * CAST (t."Units Sold" as INT)  "Total Revenue", 

    m."Unit Cost" * CAST (t."Units Sold" as INT)  "Total Cost", 

    (m."Unit Price" - m."Unit Cost") * CAST (t."Units Sold" as INT)  "Tot

al Profit" 

FROM 

    "AwsDataCatalog"."mydb"."master" m, 

    "myddb"."default"."transaction" t 

WHERE m.id  = t."Item ID" and m."Sales Channel" = t."Sales Channel" 

 

LIMIT 100  

; 

 

これで Athena の Federated Query を利用して DynamoDB のデータと、S3 上のデータをジョ

インすることができました。 
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QUICKSIGHT で 可 視 化 す る  

Athena で DynamoDB と S3 上の表をジョイン可能になったので、ここではそのジョインの結

果を QuickSight で可視化します。 

QUICKSIGHT で ATHENA へ の ア ク セ ス を 設 定 す る  

画面上部の検索枠等から QuickSight を検索して、QuickSight の画面に遷移します。 

補足： QuickSight の画面から、AWS マネジメントコンソールへのリンクは存在しま

せん。マネジメントコンソールに戻る場合は、ブラウザのタブを開き、https:// 

console.aws.amazon.com/ にアクセスしてください。 

 

 

QuickSight の画面ではまず右上の人のマークをクリックして、リージョンが想定したリージョ

ンになっているかを念のため確認してください（ハンズオンの想定は東京リージョンですが、

利用環境に合わせて読み替えてください）。もし違っている場合は切り替えてください。 

次に、同じく右上の人マークメニューから「QuickSight の管理」をクリックし、管理画面左側

の「セキュリティとアクセス権限」をクリックします。 
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上記画面で QuickSight の AWS のサービスへのアクセスのところにある「追加または削除す

る」をクリックします。 

 

 

上記画面で Athena にチェックを入れます。すでにチェックが入っている場合はいったんチェ

ックを外して、再度チェックを入れてください。すると「Amazon Athena permissions」とい

う画面が出るので、「次へ」を押します。 

 



36 

Copyright 2021 Amazon Web Services 

 

 

まず QuickSight から Athena が結果保存と Federated Query に利用している S3 バケットへの

アクセスを許可します。 

 

今回は athena-ws-…と、federated-spill-…から始まる 2 つのバケットにチェックを入れ、それ

ぞれ Athena Workgroup の書き込みアクセス許可にもチェックをいれます。次に右上にある

「Lambda」をクリックします。 
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Lambda 側の設定では、Catalog names が myddb になっている Lambda 関数にチェックをいれ

ます。最後に「完了」を押します。 

１つ前の画面に戻るので「更新」を押します。 

これで Athena へのアクセス設定は完了です。画面左上の QuickSight ロゴをクリックしてくだ

さい。 

デ ー タ セ ッ ト と し て ATHENA の ク エ リ を 登 録 す る  

次に QuickSight が可視化に利用するデータセットを登録します。これは RDB の表を指定する

場合もありますし、特定のクエリを登録することもできます。ここでは先ほど Athena で利用

したジョインのクエリをデータセットとして登録し、その結果を可視化していきます。 

画面左側にある「データセット」をクリックし、次に右上に出てくる「新しいデータセット」

をクリックします。 
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上記画面で Athena を選択し、まずデータソース（Athena 自体）へのアクセス方法を登録しま

す。 

 

上記のようにデータソースには athena-hanson 等任意の名前を付け、ワークグループには前の

ステップで作成した handson ワークグループを選択、「接続を検証」を押して接続確認を行い

ます。エラーなく「検証済み」になったら「データソースを作成」を押します。 

（補足）上記の「接続を検証」でエラーが出た場合、前ステップの「セキュリティと

アクセス権限」の設定がガイド通りかを見直してください。それでもエラーが解消で

きない場合は、なんらかの理由で QuickSight のサービスロールの権限が不足している

可能性があります。その場合は下記ガイドにしたがってサービスロースの再作成を実

行してください。 https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/knowledge-

center/quicksight-permission-errors/ 

https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/knowledge-center/quicksight-permission-errors/
https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/knowledge-center/quicksight-permission-errors/
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上記ダイアログでは、GUI で表を個別に選択することもできますが、ここでは「カスタム SQL

を使用」をクリックします。 
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上記画面ではまずカスタム SQL の名前として transaction-master-join 等と入力します。 

次に join.sql ファイルの内容をコピー＆ペーストで、クエリエディタに張り付けます。この

時、セミコロン直前にある LIMIT 100 を削除し忘れないようにしてください。（LIMIT 100 を

付けたままだと、分析対象が 100 行だけになってしまいます） 

カスタム SQL が入力できたら「クエリの確認」を押します。 
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最後にクエリ結果を SPICE（インメモリデータベース）にインポートするか、毎回クエリを発

行するか（直接実行）かの画面がでますので、SPICE へのインポートが選択されている事を確

認して、「Visualize」を押します。これで Athena のクエリ結果が SPICE に取り込まれまれ、

可視化の準備が整いました。 
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QUICKSIGHT で の 可 視 化 の 操 作  

 

上記は QuickSight の可視化(Visualize)の画面です。データが Athena から SPICE にすべて読み

込まれると、上記画面右上にあるように「インポートの完了」と表示されます。（1-2 分待っ

てもインポートが完了しない場合は、ブラウザ画面のリロードをお試しください）。インポー

トが完了した場合は、右上のインポートのダイアログは閉じても問題ありません。 
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QuickSight での可視化のおおまかな手順は以下の通りです。 

1) 描画したいグラフ・表を左下のビジュアルタイプから選択 

2) ビジュアル（グラフ）に必要なフィールドウェルが上部に現れる 

3) 左のフィールドリスト（列一覧）から分析に利用するフィールドをフィールドウェルにド

ラッグ＆ドロップし、可視化する 

4) 必要ならビジュアルのオプションで見栄え等を調整する 

もう一つグラフを追加したい場合は画面左上の「＋追加」ボタンからビジュアルを追加できま

す。ビジュアルは並び替えたり、サイズを変更したりすることが可能です。 
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フ ィ ー ル ド の 単 位 を 調 整 す る  

すでにグラフを作り始める事が可能な状態ですが、見栄えを整えるために少しだけフィールド

を調整します。このステップは見栄えが変わるだけで機能面では変わりませんので、時間が無

い場合は本ページをとばしても問題ありません。 

画面左側のフィールドリストの”Total Profit”の上にマウスカーソルを持っていくと、[…]メニ

ューが表示されるので、クリックし、表示方式を「通貨」に変更してください。 

 

 

同様に、”Total Revenue”に対しても通貨への変更をしてください。 

本ハンズオンではこの 2 つのフィールドしか使わないため、これで可視化に進みますが、時間

に余裕があれば他の通貨を表しているフィールド（Cost, Revenue, Profit）も通貨に変更してお

くと見栄えが良くなります。 
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可 視 化 ① 「 地 域 別 レ ベ ニ ュ ー 」  

1 つ目のグラフとして棒グラフを利用します。画面上にはすでに 1 つ目のビジュアルがありま

すので、ビジュアルタイプから「垂直積み上げ棒グラフ」を選択してください。（棒グラフが

複数種類あるので注意してください） 

 

すると、画面上部にフィールドウェルが出ます。 

フィールドリストから、region（地域）を、「X 軸」にドラッグ＆ドロップしてください。同

様に、Total Revenue を「値」に、sales channel を「グループ/色」にドラッグ＆ドロップして

ください。以下のようになります。 

 

次に、region の下位要素（ドリルダウン）として、country を X 軸にドラッグ＆ドロップしま

す。この時 region を置き換えるのではなく、region の下までドラッグしていき、ドリルダウン

レイヤーの追加」と表示される位置ドラッグ＆ドロップしてください。 
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補足：間違ったフィールドを置いてしまった場合等は、画面上部の「元に戻す」ボタ

ンでやり直すことができます。 

 

 

最後にビジュアルについているタイトルをクリックして、タイトルを修正します。ここでは

「地域別レベニュー」としました。 
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上記のようになればビジュアルが完成です。各 Region での Offline/Online のトランザクショ

ン比率の違い等が読み取れます。 

 

ドリルダウンが機能しているか確認するため、Asia の棒グラフを左クリックし、メニューから

「country までドリルダウン」を選択してください。 

 

すると ASIA の中の国単位にドリルダウンされました。 

再度どれかの棒グラフをクリックして、「region までドリルアップ」を選択し、元の画面に戻

しておいてください。 

これで DynamoDB のデータを Athena で CSV データとジョインし、QuickSight で可視化する

という作業が完了しました。この後はオプションで QuickSight の各種グラフや、フィルタ機

能、予測機能の使い方を解説していますので、お時間がある範囲でお試しください。 

終了する場合は、文末の「後片付け」のステップを参照してください。 
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可 視 化 ② 「 総 利 益 」  

ドーナツグラフを使って Offline と Online の利益比率を確認します。 

画面左上の「＋追加」から「ビジュアルを追加」し、ビジュアルタイプとしてドーナツグラフ

を選択します。フィールドウェルには以下のようにフィールドをドラッグ＆ドロップします。 

 

最後にビジュアルのタイトルを「総利益」に変更すると、以下のようなビジュアルが完成しま

す。 
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可 視 化 ③ 「 レ ベ ニ ュ ー 推 移 」  

折れ線グラフを使ってレベニューの時系列推移を確認します。 

左上の「＋追加」から「ビジュアルを追加」し、ビジュアルタイプとして折れ線グラフを選択

します。時系列のグラフなのでビジュアルをリサイズして横に長くしておくと見やすくなりま

す。 

フィールドウェルには以下のように設定します。 

 

時系列で表示されますが、細かすぎてみづらいグラフになっているので X 軸の Order date の粒

度を「月単位」に変更します。フィールドウェルの X 軸上にある「Order Date」の をク

リックして、集計を「月」に変更してください。 

 

同様に「Order Date」の を再度クリックし、形式→その他フォーマットオプションを選

択します。 

左側にフォーマットオプションが表示されるので、カスタムを選択し、カスタム文字列として

「YYYY/MM」と入力してください。 
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最後にグラフのタイトルを「レベニュー推移」とします。これで以下のようなグラフが作成で

きました。 
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可 視 化 ④ 「 レ ベ ニ ュ ー 推 移 」 に 予 測 を 追 加 す る  

このステップは QuickSight の Enterprise Edition でのみ作成できます。Standard Edition をご

利用の方はこのステップをスキップしてください。 

前ページで作成したレベニュー推移の折れ線グラフに予測を追加します。 

「レベニュー推移」ビジュアルの右側にある…マークをクリックし、「予測を追加」を押しま

す。左側に予測のプロパティが出ますので、「期間を進める」に 6 を入力して画面下部の「適

用」を押してください。 

 

これで折れ線グラフにオレンジ色のレベニュー予測が追加されました。このように簡単に時系

列の予測値をグラフに挿入することが可能です。 

 

※補足：本ハンズオンで利用しているデータは 2017 年 7 月までしか入っていないため、それ

以降の値は QuickSight が計算した予測値です。 
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フ ィ ル タ ① ITEM TYPE の フ ィ ル タ コ ン ト ロ ー ル  

QuickSight にはデータを絞り込む「フィルタ」機能が用意されています。ここでは Item に対

してフィルタを設定し、注目したい Item だけに絞って見られるようにします。 

画面左側の「フィルタ」をクリックし、「1 つ作成」をクリックします。 

フィルタ対象のフィールドとして、「item type」を選択します。

 

item type フィルタが作成されますので、その横にある…から編集を選択します。 
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最上部で「このビジュアルのみ」になっている部分をクリックし、「該当するすべてのビジュ

アル」に変更し、画面下部の「適用」―＞「閉じる」を押します。こうすることでフィルタが

すべてのビジュアルにかかるようになります。 

 

再度 item type フィルタ横の「…」をクリックし、「シートに追加」を押してください。する

と画面上にこのようなフィルタコントロールが表示されます。 

 

このフィルタコントロールでチェックボックスを付けたり外したりすることで、各ビジュアル

にフィルタがかかる事が確認できます。 
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フ ィ ル タ ② 年 単 位 の フ ィ ル タ コ ン ト ロ ー ル  

ここでは指定した「年」でフィルタするコントロールを作成します。しかし、フィールドリス

トには年だけを表すフィールドが存在しません。（Order Date は年月日でデータを持っていま

すが、年だけはありません） 

そこで、まず計算フィールドという機能を使って Order Date から疑似的に年（Year）フィー

ルドを追加します。 

画面左上の「＋追加」から「計算フィールドを追加」を選択します。計算フィールドの入力画

面になりますので、名前には Year、計算式として以下をコピー＆ペーストで入力し、「保存」

を押してください。 

extract('YYYY', {Order Date}) 

 

※もし保存時に「計算フィールドの保存中にエラーが発生しました。もう 1 度作成してくだ

さい。」というエラーが出た場合はブラウザをリロードしてから再度試してください。 

Extract は、QuickSight がもつ関数の 1 つで日付から一部を抜き出します。ここでは’YYYY’と

することで、4 桁の西暦を抜き出し Year という計算フィールドを作成しています。 

作成した計算フィールドは通常のフィールドと同様に利用できます。 
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Year を元にフィルタを作るため、まず一番最初に作った「地域別レベニュー」ビジュアルを選

択したうえで、画面左端にある「フィルタ」をクリックし上部にある「＋」を押します。フィ

ルタするフィールドとして Year を選択してください。 

 

作成された Year フィルタの右側にある「…」をクリックし、編集を選択します。 

画面上部の「このビジュアルのみ」をクリックし、ここでは「一部のビジュアル」を選択しま

す。すると対象とするビジュアルを選択するダイアログが出るので、「地域別レベニュー（最

初に作ったビジュアル）」と「総利益」（2 つ目に作ったビジュアル）にチェックをいれて

「適用」を押します。 

 

次に左側で開いているフィルタの編集を「閉じる」で閉じます。 

次に Year フィルタの「…」メニューから「シートに追加」を押します。 



56 

Copyright 2021 Amazon Web Services 

 

上記のように、表示名に Year を指定し、スタイルは「一覧」を選択して「追加」を押します。

すると以下のような一覧選択式のフィルタが表示されます。 

 

このフィルタで、例えば 2011 を選択すると最初に作った 2 つのビジュアルは 2011 年のデータ

のみに絞り込まれます。最後にサイズや位置を調整して完成です（下図）。 

これでハンズオンすべてが終了です。お疲れ様でした。 
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後 片 付 け  

QuickSight は 1 ユーザであれば無料で利用できますし、Athena についてもクエリを動かさな

ければ費用は発生しません。 

しかし、作成した環境を削除される場合は以下の手順で後片付けをしてください。 

 QuickSight 

 右上人型マークの管理メニューから「QuickSight の管理」＝＞「アカウント設定」に

進みます。ここで「サブスクリプション解除」を押すと、QuickSight のリソース全体

を消すことが可能です。（ダッシュボード等はすべて消えます） 

 サブスクライブ解除をすると、以下のような画面が表示されます。IAM の Role と

Policy が削除されずに残っているという警告です。IAM Role と Policy は残しておい

ても費用は発生しませんが、削除したい場合は IAM の画面からロール、ポリシー

を”QuickSight”等の名前で検索して削除してください 

  

 Athena 



59 

Copyright 2021 Amazon Web Services 

 Athena の画面で、データソースを選択し、ハンズオンで作成した「myddb」データ

ソースを選択して「削除する」を選択します 

 次にワークグループを選択し、作成した handson ワークグループを選択、「詳細を表

示する」から削除します 

 master 表を削除する場合は、master 表の横にある 3 点のボタンから削除を選択する

か、DELETE TABLE で削除します（もしくは Glue data catalog 側で定義を消す事も

可能です） 

 S3 の画面を開き、master/以下にある master.csv ファイルを削除します 

 Glue の画面を開き、master-crawler を選択して、クローラーを削除します 

 CloudFormation のトップ画面に移動し、「スタックを表示」で存在するスタック一

覧を表示させ、そこにある serverlessrep-AthenaDynamoDBConnector を削除します

（Federated Query のための Lambda を定義したスタックです） 

 ハンズオン時にセットアップした環境の削除 

 S3 の画面を開き、以下のバケットを空にします（空にしないとバケットの削除に失

敗します） 

 athena-ws-…バケット 

 ddb-upload-…バケット 

 federated-spill…バケット 

 CloudFormation の画面を開き、最初に実行した myhandson スタックを削除します 

 

以上で後片付けは終了です。 

お疲れ様でした。 


